
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「東京都北区 GIGA スクール構想」の基本的な考え方 
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背景 

１ GIGA スクール構想 

  国は、「GIGA スクール構想の実現」のために、学校における「高速大容量のネットワーク環

境（校内 LAN）」と、義務教育段階における「１人１台端末」の整備について、令和５年度ま

での実現を目指した、令和元年度補正予算を編成しました。 

 

  この背景には、次のようなものがあります。 

 ① Society5.0 時代の学び 

   “Society5.0 時代に生きる子供たちにとって、PC 端末は鉛筆やノートと並ぶマストアイ

テム”であり“１人１台端末環境は、もはや令和の時代における学校の「スタンダード」”で

ある。（令和元年 12 月９日文部科学大臣メッセージ） 

 ② 学校 ICT 環境整備の状況 

   令和２年３月１日時点での「教育用コンピュータ１台当たりの児童生徒数」の全国平均は、

4.9 人/台となっている。 

   また、PISA2018 の調査結果によると、日本は他国と比べて、学校の授業におけるデジタ

ル機器の利用時間が短く、OECD 加盟国中最下位となっている。 

 

  「GIGA スクール構想」は、令和５年度までの実現を目指し動き始めましたが、令和２年に

なり新型コロナウイルス感染症の感染が拡大し、その対策として一斉臨時休業等が実施される

など、社会情勢は大きく変化したことから、「GIGA スクール構想」におけるハード・ソフト・

人材を一体とした整備を加速することで、緊急時においても、ICT の活用により全ての子ども

たちの学びを保障できる環境を早急に実現する必要性が生じました。 

  そこで国は、「GIGA スクール構想の加速による学びの保障」のために、「一人一台端末」の

早期実現や、家庭でも繋がる通信環境の整備等を盛り込んだ、令和２年度補正予算を編成しま

した。 

 

  このように準備が進んでいる「GIGA スクール構想」が目指しているものは、「個別最適な学

び」の実現です。ここでいう「個別最適な学び」とは、次の２つに要約されます。 

   ① 指導の個別化 

基礎的・基本的な知識・技能等を確実に習得させ、思考力・判断力・表現力等や、自ら

学習を調整しながら粘り強く学習に取り組む態度等を育成するため、 

・ 支援が必要な子どもにより重点的な指導を行うことなど効果的な指導を実現 

・ 特性や学習進度等に応じ指導方法・教材等の柔軟な提供・設定を行う。 

   ② 学習の個性化 

     基礎的・基本的な知識・技能等や情報活用能力等の学習の基盤となる資質・能力等を

土台として、子どもの興味・関心等に応じ、一人ひとりに応じた学習活動や学習課題に

取り組む機会を提供することで、子供自身が学習が最適となるよう調整する。 
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GIGA スクール構想の取組 

 

・１人１台端末の整備 

・高速大容量・機密性の高い 

ネットワークの整備 

・家庭のオンライン学習環境整備 

 

２ 北区教育ビジョン 2020 

  北区教育委員会は、令和２年３月に「北区教育ビジョン 2020」を策定しました。この中で、

「北区教育ビジョン 2020 の基本的な考え方」として、“Society5.0 時代を迎え、人間として

の強みがどこにあるか、どのように学びに向き合えばいいのかが問われる時代に”なってきて

いることを踏まえ、これからの北区の教育として“大きく変化する社会に適応した施策を具現

化し、激動の時代を豊かに生き抜く人材を育むとともに、「誰もが自分らしく学び、自分らしく

活躍できる社会」、「ともに学び、ともに育つ社会」の実現を目指す。”ことを掲げました。 

  また、これからの北区の教育を具体的に推し進めるため、次のように施策を展開していくこ

ととしています。 

取組の方向 主な施策・事業 

5  共に学び 合

い、共に成長す

る力を育てる 

 

【主な施策】一人ひとりに応じた多様な学びの場の支援・指導の推進 

7 社会の持続的

な発展を牽引

するための多

様な力を伸ば

す 

【主な施策】情報活用能力の育成 

❍ 「プログラミング教育」の推進・情報活用能力の育成 

❍ ICT の活用による「主体的・対話的で深い学び」の推進 

【重点事業】ICT 教育の充実 

❍ ICT を活用し、視覚や聴覚に印象付ける分かりやすい授業を実践 

❍ 「個別学習」や「協働学習」の推進 

  

クラウド 

学校・教育現場 家庭 
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現状・課題・期待 

１ 教職員・保護者アンケート 

  北区教育委員会は、北区における「GIGA スクール構想」の実現に向けて、教職員や保護者

が ICT を活用した教育に対してどのような考えを持っているか、以下のとおりアンケートを

実施しました。 

 

 教員アンケート 保護者アンケート 

実施期間 令和２年１１月下旬～１２月上旬 

実施方法 Google フォーム形式のアンケート URL を E メール等で発信・集計 

総回答数 ４，２３８件 

調査内容 
ICT 活用の現状及び今後の活用推

進に向けた期待・課題 

家庭での ICT 活用状況及び学校

ICT 化に対する期待・不安 

 

２ 教職員の考える現状・課題・期待 

  （１）現状 

     ・約 5 割の教職員がほぼ毎日 ICT を活用している 

     ・若手教員ほど ICT を活用した授業づくりに積極的である 

  （２）課題（懸念） 

     ・１人１台端末が実現したあとの活用方法のイメージがつかない 

     ・約１割強の教職員は、ICT を月１回以下又は全く活用していない 

  （３）期待 

     ・1 人 1 台端末実現後には、約 8 割の教員が今以上に ICT を活用する意向がある 

     ・最も期待が高いのは、「デジタル教科書・ドリル教材」 

 

３ 保護者の考える現状・課題・期待 

  （１）現状 

     ・家庭における ICT の利用は、「動画の閲覧」や「ゲーム」が半数を占めている 

  （２）課題（懸念） 

     ・チャット機能等による「悪口・いやがらせ・仲間はずれ」の発生 

     ・自分が子どもに使い方を教えることができない 

  （３）期待 

     ・最も期待が高いのは、「学校との連絡対応の効率化」 

 

４ GIGA スクール構想の実現のために必要な対応 

  アンケート結果から、主に、教職員は「教職員間の ICT 能力の格差」があること、保護者

は「児童・生徒間のトラブルの発生の恐れ」があることを課題と考えていると分かりました。 

  教育委員会では、これらの課題を解決するために必要な対応を検討・実施してまいります。 
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「東京都北区 GIGA スクール構想」における基本的な考え方 

１ GIGA スクール構想が目指す次世代の学校・教育現場 

  「GIGA スクール構想」は、１人１台端末と、高速大容量の通信ネットワークを一体的に整

備することで、特別な支援を必要とする子どもを含め、多様な子どもたちを誰一人取り残すこ

となく、資質・能力が一層確実に育成できる教育環境を実現し、教師・児童・生徒の力を最大

限に引き出すとともに、個別最適な学びと、協働的な学びを実現することを目指しています。

「GIGA スクール構想」がもたらす学校・教育現場の変化の例として、次のようなものがイメ

ージされています。 

 「1 人１台端末」ではない環境  「1 人１台端末」の環境 

一
斉
学
習 

・教師が大型提示装置等を用いて説明し、

子どもたちの興味関心意欲を高めること

はできる 

 ・教師は授業中でも一人ひとりの反応を把

握できる 
 

→子どもたち一人ひとりの反応を踏まえ

た、双方向型の一斉授業が可能に 

個
別
学
習 

・全員が同時に同じ内容を学習する（一人

ひとりの理解度等に応じた学びは困難） 

 ・各人が同時に別々の内容を学習 

・個々人の学習履歴を記録 
 

→一人ひとりの教育的ニーズや、学習状況

に応じた個別学習が可能 

協
働
学
習 

・意見を発表する子どもが限られる 

 ・一人ひとりの考えをお互いにリアルタイ

ムで共有 

・子ども同士で双方向の意見交換が可能に 
 

→各自の考えを即時に共有し、多様な意見

にも即時に触れられる 

（出典：「GIGA スクール構想の実現へ」文部科学省作成） 

 

２ 次世代人材に求められる資質・能力の育成 

  新学習指導要領では、各教科等の指導を通して育成を目指す資質・能力を『知識及び技能』、

『思考力、判断力、表現力等』、『学びに向かう力、人間性等』の３つの柱で再整理しており、こ

の３つの柱をバランスよく育成することが必要であるとされています。 

  中央教育審議会の令和３年１月答申では、急激に変化する時代の中で育むべき資質・能力と

して、「新学習指導要領の着実な実施」と「ICT の活用」により、「一人ひとりの児童・生徒が、

自分のよさや可能性を認識するとともに、あらゆる他者を価値のある存在として尊重し、多様

な人々と協働しながら様々な社会的変化を乗り越え、豊かな人生を切り拓き、持続可能な社会

の創り手となることができるようにすることが必要」であるとされました。 

  また、ツールとしての ICT を基盤としつつ、日本型学校教育を発展させ、2020 年代を通じ

て実現を目指す学校教育を「令和の日本型学校教育」と名付け、その目指すべき姿を「全ての

子どもたちの可能性を引き出す、“個別最適な学び”と、“協働的な学び”の実現」としていま

す。 

  ICT の活用は、「令和の日本型学校教育」の構築に必要不可欠なものになります。GIGA スク

ール構想における ICT 環境の整備・活用は、情報化が加速度的に進む Society5.0 時代に向け

学び

の 

深化 

学び

の 

転換 
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た「情報活用能力」、「問題発見・解決能力」等の学習の基盤となる資質・能力の育成をはじめ、

「個別最適な学び」と「協働的な学び」の実現にきわめて大きな役割を果たし得るものと考え

られます。 

 

３ 次世代人材に求められる資質・能力を育むための ICT の活用に関する基本方針 

 ① 児童・生徒 

  ・ 自律的な ICT 利活用の推進 

  ・ 段階に応じた ICT スキル習得の推進 

  ・ 個別最適な学びの実現 

  ・ 義務教育後も活用可能なデータ蓄積 

  ・ 課題解決力向上に向けた主体的・対話的で深い学びの実現 

  ・ 児童・生徒を誰一人取り残さない ICT 活用支援 

 ② 教員 

  ・ 児童・生徒間の関係性等の可視化・個別ケア 

  ・ 教員の生産性向上・労働量削減に資するシステム 

  ・ 学校外のリソースを活用した実践的な指導 

  ・ 教員全体で ICT を推進する体制構築・風土の醸成 

  ・ 円滑な ICT 活用を実現するための研修・支援の実施 

 

４ 「東京都北区 GIGA スクール構想」における ICT の活用に関する運用方針 

  アンケートで得られた教職員や保護者の意向等を踏まえながら、「東京都北区 GIGA スクー

ル構想」における ICT の活用に関する運用方針について、別途策定します。 

 

５ 効果測定 

  「GIGA スクール構想」において、より効果的な教育の質の向上につなげるためには、実施

した事業についての効果を検証していく必要があります。一方で、教職員をはじめ、児童・生

徒を含む学校現場における ICT の活用状況を一朝一夕に向上させることは非常に困難であると

考えられます。 

このことから、あらかじめ ICT 活用状況に関する具体的な目標値を定めた上で、効果測定を

行い、東京都北区 GIGA スクール構想における教育の充実を図ります。 


